
１．地域の人と農地の現状

①地区内の耕地面積 1,117

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 92

ha

②アンケート調査等に回答した地域内の農地所有者又は耕作者の耕地面積の合計 576 ha

③地区内における70才以上の農業者の耕地面積 539 ha

２．対象地区の課題

　中心となる経営体の数がある程度確保されているが、高齢化、後継者不足により減少傾向にある。

３．対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

ha

ⅱ　うち後継者について不明の耕作面積の合計 212 ha

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 105 ha

　農地中間管理機構を活用し集積を進めていく。

人 ・ 農 地 プ ラ ン

市町村名 集落／地域名 当初作成年月 更新年月（１回目） 更新年月（２回目） 更新年月（３回目） 更新年月（４回目） 更新年月（５回目） 更新年月（６回目）

南部町 福地地区 平成24年9月

（備考）

令和元年６月 令和３年３月 令和４年３月 令和５年３月

平成30年８月

更新年月（７回目） 更新年月（８回目） 更新年月（９回目） 更新年月（10回目）

平成25年8月 平成26年10月 平成27年７月 平成27年12月 平成28年12月
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４．近い将来農地の出し手となる者の農地

○○○○

76 田

72 0.1

1.4

74

79

○○○○

○○○○

○○○○

0.1

担い手への農地集積・集約化や後
継者確保が十分行われており、「近
い将来農地の出し手となる者と農
地」はない

貸付け等を
希望する
農地面積

農地中間管理機構への貸付け希望の有
無

貸付時期

有

農地面積

0.8

近い将来農地の
出し手となる農業者

（氏名）
年齢

〔令和4年度〕

経営内容
（作目）

経営規模の合計
（ha、頭数等）

0.4○○○○

○○○○

67 畑 0.4

0.2 0.2

〔令和9年度〕

計　画

畑

畑 0.0

現　状

経営規模の合計
（ha、頭数等）

経営内容
（作目）

0.0

0.8

0.0

75

畑

0.1

1.4

0.0

畑

0.1

0.0

0.0

0.8

※　具体的な貸付等の計画がある場合は、「別紙：近い将来農地の出し手となる者の農地」に記載します。
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活用が見込まれる施策
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ha

低コスト化

苫米地地区

水稲 2.1

ha

水稲 2.5
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( 0 )

５．今後の地域の中心となる経営体（担い手）

1.1

 

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

低コスト化・
法人化
等の取組

 

今後の農地の引受けの意向
〔令和９年度〕

農業を
営む範

囲

( 3 )

4

農地中間
管理機構
からの借
入希望の

有無

野菜 0.9 野菜 1.1

ha

低コスト化

野菜

経営
者・代
表者の
年齢

構成員
（従業
員）

新規就農
者育成総
合対策事

業

スーパーL
資金の金
利負担軽
減措置

経営体育
成支援
事業

その他
（　　）

到
達

○○○○ 70

才

1

名
 

2.9  5.8

26

属性
経営体
（氏名）

水稲 2.0

ha

水稲 4.7

後継者
の有無

現状
〔令和４年度〕

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

備考

低コスト化水稲 1.1 水稲

取組
年度

7.2 野菜 7.5

福田地区 28 ○

新規就農・
６次産業化・
高付加価値化・
複合化・
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活用が見込まれる施策

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

低コスト化・
法人化
等の取組

今後の農地の引受けの意向
〔令和９年度〕

農業を
営む範

囲

農地中間
管理機構
からの借
入希望の

有無

経営
者・代
表者の
年齢

構成員
（従業
員）

新規就農
者育成総
合対策事

業

スーパーL
資金の金
利負担軽
減措置

経営体育
成支援
事業

その他
（　　）

属性
経営体
（氏名）

後継者
の有無

現状
〔令和４年度〕

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

備考

取組
年度
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活用が見込まれる施策

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

低コスト化・
法人化
等の取組

今後の農地の引受けの意向
〔令和９年度〕

農業を
営む範

囲

農地中間
管理機構
からの借
入希望の

有無

経営
者・代
表者の
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構成員
（従業
員）

新規就農
者育成総
合対策事

業
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減措置
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成支援
事業

その他
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属性
経営体
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後継者
の有無

現状
〔令和４年度〕
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（作目）
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等）
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年度
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活用が見込まれる施策

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

低コスト化・
法人化
等の取組

今後の農地の引受けの意向
〔令和９年度〕

農業を
営む範

囲

農地中間
管理機構
からの借
入希望の

有無

経営
者・代
表者の
年齢

構成員
（従業
員）

新規就農
者育成総
合対策事

業

スーパーL
資金の金
利負担軽
減措置

経営体育
成支援
事業

その他
（　　）

属性
経営体
（氏名）

後継者
の有無

現状
〔令和４年度〕

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）
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取組
年度
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複合化・
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活用が見込まれる施策

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

低コスト化・
法人化
等の取組

今後の農地の引受けの意向
〔令和９年度〕

農業を
営む範

囲

農地中間
管理機構
からの借
入希望の

有無

経営
者・代
表者の
年齢

構成員
（従業
員）

新規就農
者育成総
合対策事

業

スーパーL
資金の金
利負担軽
減措置

経営体育
成支援
事業

その他
（　　）

属性
経営体
（氏名）

後継者
の有無

現状
〔令和４年度〕

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

備考

取組
年度

新規就農・
６次産業化・
高付加価値化・
複合化・

1.2  1.5

水稲

 

 

 

( 6 )

埖渡地区

( 0 )

 
○

0.3

果樹 0.3

1.5  2.9

福田地区

小泉地区

( 2 )

高橋地区

小泉地区

( 0 )

高橋地区

( 4 )

1.3

ha

 

到
達

○○○○ 74

才

2
野菜 0.8 野菜 0.3

1.1

ha

低コスト化

25

2.8ha
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3.1  
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1.4 ○

認
農

○○○○ 63

才

5

名

果樹 1.2 果樹

名

野菜 1.0 野菜 2.3
果樹 0.2

ha

低コスト化

28

水稲 0.3

ha

水稲

 
低コスト化水稲 1.2

ha

水稲 1.5

ha

小泉地区○○○○ 60

才

1

名

果樹 0.7 果樹 0.7

3.8

○
認
農

才 名

( 0 )
 

○○○○

○○○○

○○○○

64

64

86 ( 4 )

3 野菜 1.1

ha

低コスト化

27 ○

水稲 2.0

ha

水稲 2.5
野菜 1.5

 4.7

片岸地区 ○

野菜 0.9 野菜 1.2
果樹 0.3

ha

低コスト化

28 ○

水稲 1.2

ha

水稲 1.2

果樹 0.3
認
農

○○○○ 51

才

5

名
 

2.4  2.7

野菜 0.2 野菜 0.2
果樹 0.5

ha

低コスト化水稲 1.7

果樹 0.5○○○○ 68

才

1

名
 

2.0  2.4

 
9.0

ha

低コスト化

名

水稲 8.3

ha

水稲

○○○○ 79

才

2

 

到
達

○○○○ 76

才

2

名

( 0 )
 

8.3  9.0

野菜 0.1 野菜 0.1
果樹 1.2

ha

低コスト化

○

水稲 0.8

ha

水稲 1.5

果樹 1.3

2.1  2.9
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活用が見込まれる施策

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

低コスト化・
法人化
等の取組

今後の農地の引受けの意向
〔令和９年度〕

農業を
営む範

囲

農地中間
管理機構
からの借
入希望の

有無

経営
者・代
表者の
年齢

構成員
（従業
員）

新規就農
者育成総
合対策事

業

スーパーL
資金の金
利負担軽
減措置

経営体育
成支援
事業

その他
（　　）

属性
経営体
（氏名）

後継者
の有無

現状
〔令和４年度〕

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

備考

取組
年度

新規就農・
６次産業化・
高付加価値化・
複合化・

〇 
 

0.2  0.4

野菜 0.4

ha

小泉地区

新規就農

3
 

認
就

才

2

名

野菜 0.2

ha

○○○○

○○○○

51

48 ( 0 )

野菜 0.4 野菜 0.5
果樹 0.7 果樹 0.7

 
1.9  2.0

3

水稲 0.8

ha

水稲 0.8

 

苫米地地区

( 0 )

法師岡地区

( 3 )

水稲 0.7

果樹 0.2

3

名

〇

ha

福田地区

野菜 0.4 野菜 0.5

ha

低コスト化

苫米地地区

水稲 1.2

ha

水稲 1.3

 ○○○○ 75

才

2

名
 

1.6  1.8( 0 )

 
0.4

ha

低コスト化

名

水稲 0.2

ha

水稲

苫米地地区○○○○ 61

才

3

 
○

認
農

○○○○ 68

才

3

名

( 0 )
 

0.2  0.4

( 0 )

苫米地地区

野菜 0.3 野菜 0.4
果樹 0.4

ha

低コスト化

27 ○○

水稲 1.9

ha

水稲 1.9

果樹 0.4

2.6  2.7

 

水稲 0.5 水稲 0.5 低コスト化

28 ○ ○福田地区畜産 - 畜産 -
果樹 0.3 果樹 0.3

認
農

○○○○ 51

才

2

名 0.0  0.0( 0 )

畜産 - 畜産 -
 

低コスト化

28 ○ ○
野菜 3.7 野菜 4.9
水稲 1.0 水稲 1.0

認
農

○○○○ 56

才

3

名 3.7  4.9

野菜 0.3 野菜 0.4
果樹 0.2

ha

低コスト化

○

水稲 0.6

ha

○○○○ 88

才

3

名
 

1.1  1.3

認
農

才

低コスト化○○○○

○○○○

69

43 ( 1 )

ha

ha

ha

ha
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活用が見込まれる施策

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

低コスト化・
法人化
等の取組

今後の農地の引受けの意向
〔令和９年度〕

農業を
営む範

囲

農地中間
管理機構
からの借
入希望の

有無

経営
者・代
表者の
年齢

構成員
（従業
員）

新規就農
者育成総
合対策事

業

スーパーL
資金の金
利負担軽
減措置

経営体育
成支援
事業

その他
（　　）

属性
経営体
（氏名）

後継者
の有無

現状
〔令和４年度〕

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

備考

取組
年度

新規就農・
６次産業化・
高付加価値化・
複合化・

花き 0.4 花き 0.5
 

( 2 )
 

0.5  0.6

認
農

○○○○ 58

才

3

名

○

野菜 0.1

ha

野菜 0.1

ha

苫米地地区

低コスト化

3

2.2  4.3( 4 )

苫米地地区

苫米地地区

( 2 )

苫米地地区

( 0 )

苫米地地区

( 0 )

苫米地地区

( 2 )

野菜 0.7 野菜 0.9
果樹 0.4

ha

低コスト化

28

水稲 1.1

ha

水稲

果樹 0.4
認
農

○○○○ 71

才

3

名
 

2.2  2.4

野菜 0.2 野菜 0.2

ha

低コスト化水稲 1.2

ha

水稲 1.3

 ○○○○ 74

才

2

名
 

1.4  1.5

野菜 0.1 野菜 0.1

ha

低コスト化

○

水稲 2.4

ha

水稲 2.5

 ○○○○ 65

才

3

名
 

2.5  2.6

野菜 0.4 野菜 1.1
2.0

ha

低コスト化

30

3.2

水稲

1.8  

認
農

○○○○ 63

才

4

○
認
農

○○○○ 72

才

4

名

果樹 0.1 果樹 0.1
 

 

名

○

水稲 1.3

ha

○○○○○ 67

才

3

名

苫米地地区

( 0 )

畜産 - 畜産 -
 

低コスト化

27

水稲 2.2 水稲 4.3

野菜 0.4 野菜 0.4

ha

低コスト化水稲 1.1

ha

水稲 1.3

 
 

1.5  1.7

野菜 0.5 野菜 0.6
 

ha

低コスト化

苫米地地区○

水稲 0.9

ha

水稲 0.9

 
○○○○ 69

才 名( 0 )
1.4  1.5

3

ha ha

○

1.1
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活用が見込まれる施策

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

低コスト化・
法人化
等の取組

今後の農地の引受けの意向
〔令和９年度〕

農業を
営む範

囲

農地中間
管理機構
からの借
入希望の

有無

経営
者・代
表者の
年齢

構成員
（従業
員）

新規就農
者育成総
合対策事

業

スーパーL
資金の金
利負担軽
減措置

経営体育
成支援
事業

その他
（　　）

属性
経営体
（氏名）

後継者
の有無

現状
〔令和４年度〕

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

備考

取組
年度

新規就農・
６次産業化・
高付加価値化・
複合化・

〇
 

( 0 )
 
 

0.3  1.5

認
就

才

2

名

野菜 0.3

ha

野菜 1.5

ha

福田地区

新規就農

2

○○○○

○○○○

48

48

果樹 0.7 果樹 0.7
その他 2.5 その他 2.5 3

( 0 )
畜産 - 畜産 -

4.2  4.9

認
農

○○○○ 66

才

1

名

野菜 1.0

ha

野菜 1.7

ha

法師岡地区

低コスト化

 

6.6

 

 

 

 

水稲 3.1

ha

 
4.7  

苫米地地区

苫米地地区

法師岡地区

( 0 )

苫米地地区

小泉地区

( 0 )

認
農

○○○○ 73

才

4

名

福田地区

( 5 )

野菜 0.8 野菜 1.4
果樹 0.4

ha

低コスト化

28

水稲 3.8

果樹 0.4

4.3  5.6
 

0.1 果樹 0.1

0.7  0.9

野菜 0.2 野菜 0.2
低コスト化

 

ha

低コスト化

水稲 0.4

ha

水稲 0.6

ha

○

水稲 1.9

ha

水稲

果樹

2.0

1.9

○○○○ 75

才

1

名( 0 )

○○○○ 68

才

1

名

認
農

○○○○ 59

才

3

名

 2.0

野菜 2.1 野菜 2.3

ha

低コスト化

26 ○

水稲 2.6

ha

水稲 4.3

 

野菜 0.8 野菜 1.0

3.0  

低コスト化水稲 2.0

ha

水稲 2.5

○○○○ 82

才

3

名

○

 

ha

新規就農

27 ○

野菜 0.5

( 0 )
果樹 0.2 果樹 0.2

0.5

認
農

○○○○ 31

才

1

名( 0 )
 0.7ha

野菜 0.7

 

ha3.7

○
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活用が見込まれる施策

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

低コスト化・
法人化
等の取組

今後の農地の引受けの意向
〔令和９年度〕

農業を
営む範

囲

農地中間
管理機構
からの借
入希望の

有無

経営
者・代
表者の
年齢

構成員
（従業
員）

新規就農
者育成総
合対策事

業

スーパーL
資金の金
利負担軽
減措置

経営体育
成支援
事業

その他
（　　）

属性
経営体
（氏名）

後継者
の有無

現状
〔令和４年度〕

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

備考

取組
年度

新規就農・
６次産業化・
高付加価値化・
複合化・

ha

水稲 2.0

 

3.5

1.0

 

 
 

ha

水稲

0.2

ha

野菜

 

1

小泉地区

苫米地地区

( 0 )

1

( 0 )

麦沢地区

麦沢地区

( 0 )

 

 
1.7  1.7

 

○○○○ 55

才

3

名

○
野菜 1.5 野菜 1.5

ha

新規就農

24 ○ ○

水稲 0.2

ha

水稲 0.2

 

2.0

1.8 ha

低コスト化

26 ○

水稲 0.8

ha

水稲 0.8

 2.8

到
達

○○○○ 68

才

2

名

 

ha

低コスト化

○

水稲 1.9

野菜 1.0 野菜

0.8  1.2

○○○○ 64

才 名

( 0 )
 

○○○○ 75

才

1

名

1.9  2.0

 

 

○○○○ 68

才 名

水稲

3.0  3.5

果樹 0.1 果樹 0.2
低コスト化水稲 0.7

ha

水稲 1.0

( 0 )
 

低コスト化3.0

 

ha

低コスト化

28 ○

野菜

ha

 
○

0.2

苫米地地区
認
農

○○○○ 77

才

1

名( 4 )

 

名

 1.0

( 8 )

認
農

○○○○ 43

才

1

畜産 -

1.1  

低コスト化

28

野菜 1.4 野菜 2.6
1.9

ha

低コスト化

28

4.5

水稲 1.9

ha

水稲

3.3  

麦沢地区

水稲 1.1 水稲 1.1

1.1

福田地区

( 0 )
 

名
 

認
農

○○○○ 69

才

1 畜産 -

ha ha

○

○

片岸地区

ha
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活用が見込まれる施策

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

低コスト化・
法人化
等の取組

今後の農地の引受けの意向
〔令和９年度〕

農業を
営む範

囲

農地中間
管理機構
からの借
入希望の

有無

経営
者・代
表者の
年齢

構成員
（従業
員）

新規就農
者育成総
合対策事

業

スーパーL
資金の金
利負担軽
減措置

経営体育
成支援
事業

その他
（　　）

属性
経営体
（氏名）

後継者
の有無

現状
〔令和４年度〕

経営内容
（作目）

経営規模
（ha、頭数

等）

備考

取組
年度

新規就農・
６次産業化・
高付加価値化・
複合化・

ha ha

野菜 2.2 野菜 2.6
果樹 0.2 果樹 0.0

( 3 )
 

5.4  5.6

認
農

○○○○ 66

才

4

名

〇

水稲 3.0

ha

水稲 3.0

ha

法師岡地区

低コスト化

3

小泉地区

( 1 )

苫米地地区

苫米地地区

( 2 )

低コスト化

247.6 352.8

5.0

ha

計 75人

 
29.1  39.9

○
認
農
法

○○○○ 72

才

4

名

○
野菜 5.0 野菜

野菜 0.9 野菜 1.7 法人化

ha

○

低コスト化

25 ○○

水稲 28.2

ha

水稲 38.2

 

○○

水稲 7.5

ha

水稲 15.0

 
認
農
法

○○○○ 63

才

4

名
( 6 )  

12.5  20.0

認
農
法

○○○○ 74

才

2

名

○

水稲 -

ha

水稲 25.0

ha

○

低コスト化

2
 法人化
 
 

0.0  25.0

○ ○
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※

※

※

※
※
※

※

６．地域における中心経営体の確保状況

　中心経営体は十分確保されている　　／　　中心経営体はいるが十分ではない　　／　　中心経営体がいない

　【　記載上の注意　】
「今後の地域の中心となる経営体」には、規模拡大による経営の効率化、6次産業化による農畜産物の高付加価値化、経営の多角化・複合化など地域

農業の発展を牽引する経営体や将来こうした役割を担うであろう新規就農者等を記載します。また、認定農業者、大規模経営体、農業法人及び広域で営
農する農業者がいれば、それらの経営体の意向を確認したうえで、地域の中心となる経営体として位置づけます。

「属性」には、個人の認定農業者は「認農」、法人の認定農業者は「認農法」、認定新規就農者は「認就」、法人化や農地集積を行うことが確実で

「新規就農・６次産業化・・・・等の取組」には、経営発展のために今後取り組もうとする内容に合致する取組を選択し記載します。
「その他」には、６次産業化支援事業、強い農業づくり交付金（経営資源有効活用対策事業）、耕作放棄地再生利用緊急対策交付金など、活用が見

込まれる関連施策がある場合に記載します。
「備考」には、活用する県単独事業などの施策の内容、経営発展に向けて取り組む内容で特筆すべき事項等があれば記載します。

あると市町村が判断する集落営農は「集」、基本構想水準到達者は「到達」と記載します。
「経営体（氏名）」には、法人経営、集落営農など組織経営体の場合は、その組織経営体の名称を記載し、下段括弧書きで組織経営体の代表者名を

記載します。
集落営農の構成員である認定農業者については、その全ての認定農業者の「認農：氏名」を記載します。
計画欄については、現状から概ね５年程度を記載する。（以下の計画欄についても同じ。）
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担い手の分散錯圃を解消する ○

７．将来の農地利用のあり方

取組事項 対応

担い手に集積・集約化する ○

新規参入を促進して、新規参入者に集積・集約化する

耕作放棄地を解消する

その他[右欄に自由に記載]

８．７についての農地中間管理機構の活用方針

取組事項 対応

地域の農地所有者は、原則として農地中間管理機構に貸し付ける ○

　農災のある地域のため、複合経営による、災害に強い農業を目指す。
　加工等に取り組み、６次産業化を推進する。
　減農薬、減化学肥料等により高付加価値化を行い、販売を促進する。
　新規参入者の受け入れや農業後継者の就農体制を整備するほか、新規就農支援の活用により、新規就農者の育成に努める。

９．今後の地域農業のあり方

農業をリタイア・経営転換する人は、原則として農地中間管理機構に貸し付ける ○

担い手の分散錯圃を解消するため利用権を交換しようとする人は、原則として農
地中間管理機構に貸し付ける

○

その他[右欄に自由に記載]
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別紙：近い将来農地の出し手となる者の農地

貸付 作業委託 売渡

○○○○ 畑 福田 3,655

○○○○ 畑 杉沢 1,843

畑 杉沢 4,582

畑 杉沢 3,649

畑 杉沢 11,608

畑 杉沢 2,307

田 苫米地 666

田 苫米地 303

田 苫米地 40

○○○○ 畑 苫米地 986

※　国、都道府県に報告する場合は、農業者名を記載しますが、集落・地域で使用する場合は匿名とすることができます。

※　農地利用図の添付は必須ではありません。

農地中間管理機構
への貸付を予定

○○○○

【　記載上の注意　】

※　「５．近い将来農地の出し手となる者」ごとに記載します。

近い将来農地の
出し手となる者

（氏名）
耕地地番 地目

地名、地番、大字、
字、集落番号

貸付等の区分（㎡） 貸付等の
予定年度

○○○○

○○○○
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